
１時間目 土壌動物の生活と食物連鎖

目標：土壌動物を観察する方法を身につける。

段階 学習内容 生徒の活動 教師のはたらきかけ 留意点 評価

導入 土壌動物につ 土の中の動物について、 土の中の動物の名をいく ワークシートに これから学習

いての既知事項 経験や、知識を発表する。 つか挙げさせ、生活の様子 記入 しようとする事

の確認 について知っていることを 柄に関心を持つ

挙げさせる。

土壌動物とは どのような生活をしてい あわせて、どんな印象を 挙手で発表

どのような生き るか、予想してみる。 持ったか発表させる。

物か 土の中の小動物について 事前調査の結果

感じていることを発表す についてふれる。

る。

土壌動物とはどのような 不快害虫の例を出し、ど 不快害虫の殺虫

生活をしている生き物なの んな点が害なのか問いかけ 剤を示しながら、

か考える。 る。 問いかける。

土壌動物を観察しよう。

展開

土壌動物の生 ワラジムシをいろいろな ワラジムシの特徴をとら 脚の数、体節の シャーレ、ル

活の観察 角度で観察する。 えさせる。 数のほか、可能な ーぺなどを用い

らば餌のとりかた て観察すること

などを観察、記録 ができる。

させる。

観察した結果を発表す 脚の数を発表させる。 余裕を見て、他

る。 のことも発表させ

る。

土壌動物の食 土壌動物について、つな 土壌動物について説明す 土壌動物の定義 土壌動物はつ

物連鎖 がりを持って生活している る。 を示す。 ながりをもって

ことを知る。 土壌動物の生活の様子を 資料「落 生活しているこVTR
資料で示す。 ち葉の下の住人」 とを理解する

土壌動物の食物連鎖と地

上部分の植生の関係にふれ

る。

自然度の測定 ワークシートの例題で自 土の中の生物で自然度を 図入りのワーク 自然度の測定

方法について 然度の測定を練習し方法を 測る方法があることを示す シートに記入。 方法を理解し、。

理解する。 自然度を測定する方法を 活用しようとす

説明する。 る。

終末 次時の予告 次時の内容を知る。 土壌動物の生活と自然度

の関係について学習するこ

とを伝える。



２・３時間目 土壌動物で自然度を測定する練習

目標：土壌動物で自然度を測る方法を身につける。自然環境を調べることについて興味や関心を持つことができる

段階 学習内容 生徒の活動 教師のはたらきかけ 留意点 評価

導入 前時の復習 土の中の生物の暮らしに 前時の内容について思い

ついて学習したこと振り返 出させる。

り発表する。

土の中の生物で自然度を 天候がよければ

測る方法があることを示す 外で行う。。

土の中の生物で自然の豊かさを測定しよう。

展開

自然度の測定 ワークシートの例題で自 自然度を測定する方法を 図入りのワーク 自然度の測定

方法について 然度の測定を練習し方法を 説明する。 シートに記入。 方法を理解し、

理解する。 活用しようとす

る。

実験 班ごとにハンドソーティ 土壌動物の採集と、自然 土はあらかじめ 土壌動物に関

ング法（割り箸やピンセッ 度を測定してみる。 用意。 心を持ち、すす

ト、吸虫管）で生物を採集 ①土の中から生物を捕集 （学校と周辺、郊 んで採集しよう

する。 する方法を説明する。 外の林の土） とする。

②捕集・集計させる。 集計用紙に記

③結果を発表させる。 入。

土壌サンプルの採集方法 安全面について

について説明する。 注意事項を示す。

終末 次時の予告と 次時の内容と課題を知 次時はグループ単位でサ 採取の説明書、

課題 る。 ンプルを持ち寄ることを指 ビニル袋、移植べ

示する。 ら、コドラート、

記録用紙、カメラ

など採集と記録に

必要な物品を生徒

に手渡す。



４時間目 生徒各自の住居近辺の土の自然度の測定

目標：生徒の自宅近辺の土の自然度を測定できる。

段階 学習内容 生徒の活動 教師のはたらきかけ 留意点 評価

導入 前時の復習 自然度の測定の仕方につ 前時の内容について確認

いて復習する する。

本時に用意するものを確 土壌資料を忘れ

認する。 てきてしまった生

本時の目標 徒への対処

自分の住まいの周りの土から自然度を測定してみよう。

展開

生徒各自が持ってきた土 生徒が持ち寄った土を測

を測定する。 定する方法を簡単に示す。

一人１サンプルを用いて 作業を開始させる。

自然度を算出させる。

学区内の環境 大きな地図に自然度の度 環境マップづくりについ 学区の地図 学区内の環境

マップづくり 合いに応じて印を付ける。 て説明する。 目印シール マップづくり

ができる。

終末 次時の予告 次回は環境マップをみて

自分たちの自然環境につい

て考える。



５時間目 学区内の環境マップによる学習のまとめと事後調査

目標：環境マップから環境と自分の生活の関わりを意識し課題を持つ。学習を振り返って、自分の自然観がどのよう

に変わったか認識する。

段階 学習内容 生徒の活動 教師のはたらきかけ 留意点 評価

導入 前時を振り返る。 前時を振り返る。 前次に作成した

環境マップを掲示

する。

。学区内の環境マップから自分たちの自然環境について考えよう

展開

学区内の環境 環境マップをみて感じた 環境マップをみて感じた 資料を採集し

マップを見ての ことを、発表する。 ことを記録、発表させる。 た周辺の様子と

考察 あわせて考える

ことができる。

環境の保全のために何が 身近な環境の

ワークシートに記入し できればよいか、何をここ ワークシート 保全のために何

発表する。 ろがげたらよいのか考えさ ができるかあげ

せる。 ることができ

る。

終末 事後評価 事後評価用紙に記入させ

る。


